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ぼんぼりの灯もきえて・春本格
三

月
三
日

は
、「
ひ
な
ま

つ
り

」

で
あ
る
。

「
桃

の
節

句
（
せ
っ
く

）
」

と

も
「

お
ひ

な
さ
ま
」
と
も

い
い
、

元

来
は

「
上
巳

（
じ
ょ
う
し

）
の

節
句
」

と
い
っ
た
そ
う

だ
。

辞
書

を
引

く
と
、
節

句
は
外
に

「
人
日
（
じ

ん
じ
つ
・
一
月

七
日

）

端
午
（

た
ん

ご
・
五
月
五

日

）
七

夕
（

た
な
ば
た
・
七
月

七
日

）
重

陽
（

ち
ょ
う

よ
う

・
九
月

九
日

）
」

が
あ
り

、
こ
れ
を

「
五

節
句
」

と

い
う

と
書

い
て
あ
り

、
驚

い
た
。

鯉

の

ぼ
り
は
男

の
子
の
節
句
で
、

お
ひ

な
さ
ま
は
女

の
子

の
節
句

と

覚
え
て

い
た
の
に

、
男
の
で
も
女

の
で

も
な

い
七
夕

も
節
句
で

、
更

に
名

前
も
知
ら
な

い
節
句

が
あ

っ

た
な
ん
て
。

さ
て
、
戦
後
ま

も
な
く

の
頃

と

は

違

っ
て

、
今

は

こ

の

高

価

な

「
お
ひ
な
さ
ま
」

も
村
内

に
相
当

普

及
し

て

い
る
よ
う

だ
。

写

真
は
蓬
田

保
育
所

の
お
誕
生

会

を
兼
ね
た

「
ひ
な
ま
つ
り
」
で
、

七

段
飾
り

の
人
形

が
ご
覧

の
よ
う

に
見
事
に
飾

ら
れ
た
。

４
月
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短
命
村
返
上
を
め
ざ
し
て

第
二
回
蓬
田
村
健
康
づ
く
り
大
会
開
催
さ
れ
る

健
康
で
長

生
き
し
た

い
と
い
う

願

い
は

だ
れ
も
が
持
っ
て
い
ま
す
。

我

が
村
で

は
人
口
の
高
齢
化

か

進
む
中
で

、
多

く
の
人

が
い
ろ
い

ろ
な
健
康
問

題
を
か
か
え
て
生

活

し

て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
中

で
は
、
一
人

一

人

が
自
分
の
健

康
は
自
分

が
守

る

と
い
う

意
識

の
も
と
に
健
康

づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
分

だ
も
の
で
き
る
こ
と
を
地
域
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
行
政
と
村
民
が
共
に

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

た
め
に
、
幼
児
か
ら
児
童
生
徒
、

成
人
、
老
人
ま
で
各
々
が
か
か
え

て
い
る
健
康
問
題
を
出
し
あ
い
、

そ
の
解
決
方
法
を
み
つ
け
だ
そ
う

と
蓬
田
村
健
康
づ
く
り
大
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
二
回
目
で
、
去
る
二
月

二
十
八
日
に
中
央
公
民
館
へ
村
民

約
百
六
十
人
を
集
め
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
八

戸
村
長
が
「
村
民
全
員
が
健
康
で

長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
健
康
は
自
ら
が
守
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
村
の
発
展
に
結

び
付
け
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
を
し

ま
し
た
。

講
師
の
山
上
豊
日
青
森
保
健
所

長
か
ら
は
「
住
民
参
加
の
健
康
づ

く
り
会
議
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
、
「
健
康
は
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
安
定
し
た
状
態
を
い
う
。

づ
フ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
定
期

検
診
が
大
切
で
す
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

講
演
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

分
野
か
ら
次
の
よ
う
な
発
表
が
さ

れ
ま
し
た
。

・
「
村
の
保
健
行
政
と
国
保
医
療

の
状
況
」
吉
崎
民
生
課
長

・
「
保
健
婦
活
動
に
つ
い
て
」
工

藤
保
健
婦

・
「
保
育
所
か
ら
み
た
幼
児
の
健

康
問
題
に
つ
い
て
」
蓬
田
保
育

所
主
任
保
母
藤
本
富
美
子
さ
ん

・
「
学
校
保
健
か
ら
み
た
児
童
生

徒
の
健
康
問
題
に
つ
い
て
」
蓬

田
小
学
校
養
護
教
諭
松
野
淳
子

先
生

・
「
保
健
協
力
貢
の
活
動
に
つ
い

て
」
保
健
協
力
員
福
井
け
い
子

さ
ん

・
「
食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動

に
つ
い
て
」
食
生
活
改
善
推
進

貢
清
水
明
美
さ
ん

・
「
診
療
活
動
を
通
し
て
み
た
村

民
の
健
康
問

題
に
つ

い
て

」
蓬

田

診
療
所
長

大
津
保

さ
ん

・
「
保
健
所

か
ら
み
た
蓬
田

村
の

健
康
問
題
に

つ
い
て
」

青
森
保

健
所
保
健
婦

課
長

成
田
玉

栄
さ

ん午

後
か
ら
は
分

科
会
に
な
り

、

第

一
分
科
会
で
は

「
予
供
た
ち

の

健
康

問
題
を
考
え
よ
う

」
、
第
二

分
科
会

で
は
「
各

種
検
診
の
検
診

率
を
向
上

さ
せ
る

た
め
に
は

ど
う

し

た
ら
よ

い
か
」
、
第
三

分
科
会

で
は
「
健

康
で
長
生
き

の
た
め
に

自
分

た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」

に
つ

い
て

学
習
し

ま
し

た
。

分
科
会

は
最

後
に
短

期
、
長
期

の
目

標
を
集

約
し

ま
し

た
。

・
第
一
分
科
会

短
期
「

づ
フ
ン
ス
の
取

れ
た
食

事
を
さ
せ
よ
う

」

長

期
「
親

の
し

つ
け
と
や
り

抜

く
子

」

・
第
二

分
科
会

短

期
「
検
診
を

夫
婦
で
受
け
よ

長
期

「
定
期
的
に

検
診
を
続
け

・
第
三
分

科
会

短
期
「

塩
分
控
え
て
血
圧
管
理
」

長
期
「
気

持
ち
朗
ら

か
に
恪
動

か
し

ボ
ケ
予

防
」

紹
介

工
藤
保
健
婦

発
表
か
ら

民生課から●2

▼
総
合
検
診
を
受
け
な
か
っ
た

理
由
調
査

●
調
査
期
間

昭
和
六
十
三
年
六
月
～
九
月

●
調
査
対
象

六
百
九
十
二
人

（
総
世
帯
数
子
三
十
九
戸
の
う

ち
調
査
不
可
四
十
一
戸
、
う
ち

未
受
診
世
帯
六
百
三
十
九
戸
、

面
接
者
六
百
九
十
二
人
）

年
代
構
成

・
五

十
代

が
約
二

十
四
％

（
百

六

十
四

人

）
を
占
め
一
番
多

く
、
つ

い
で
三

十
代

が
約
十
八
％

（
百

二

十
三

人

）
、
七
十
代

が
約
十
七
％

（
百
十
五

人
）
と
続

い
て

い
る
。



理
　
由

・
「
病
院

を
利

用
す
る

の
で
」

が

約
二

十

∵

四
％

（
百
四
十
八
人

）

と
最
も
多

い
。
ま

た
、
特
に
理
由

な
し

が
約
二

十
％
（
百
三

十
六
人

）

と
次
に
多

か
っ
た
。

主
な
る
理
由
の

年
代
別
割
合

・
体

に
自
身

が
あ

る
か
ら

二
十
代

、
五
十
代
ま
で

の
働
き

ざ
か
り
の
人

が
圧
倒
的
に
多

い
。

・
病
院
を
利
用
し
て

い
る
か
ら

五

十
代
以
上

が
ほ
と
ん

ど
で
あ

る
。

・
気

が
の
ら
な

い
か
ら

各
年
代
に
あ

ま
り

ば
ら

つ
き
は

見
ら

れ
な

い
。

・
職
場
で
受
け

て

い
る

か
ら

二
十
代

～
五

十
代
ま
で

の
働
き

ざ
か
り

の
人

が
ほ

と
ん
ど
で
あ

・
仕

事
優
先

だ
か
ら

四

十
代

～
五

十
代

が
七

割
近
く

を
占

め
る
。

・
特
に
理

由
な
し

各
年
代

に
あ
ま
り

ば
ら
つ
き
は

見
ら

れ
な

い
。

・
忙
し

い
か
ら

三

十
代
～
五
十
代

ま
で

が
、
八

割
近
く
を
占

め
る
。

減
塩
食
活
動

調
査
に
つ
い
て

○

目
的

昭
和
六

十
年
度
か
ら
開
始
し

た

村
の

減
塩
食
活
動
（
食

生
活
改

善
運
動

）
の
普

及
状
況

を
知
る
。

○
期
間

昭
和

六
十
三

年
六
月

～
九
月

○
調
査

世
帯

九
百

九
十
八
戸

（
対
象
総

世
帯

数
千
三

十

九
戸

の
う
ち

、
調

査
不
可
四

十
一
戸

）

○

調
査
内
容

1,減塩食活動を知っているか…

ア、知らない 173世帯 17％

イ、知っている 784世帯 79％

ウ、調査不可 41世帯 4％

計 998世帯 100％

○約８割近くが知っていた。

２、１で知っていると答えた人で、生活の中

にとり入れているか...

ア、とり入れていない 122世帯 15％

イ、とり入れている 656世帯 84％

ウ、未記入 6世帯 1％

計 784世帯 100％

○８割の世帯で、現在減塩食活動にとりくん
でいることがわかった。

３
、
生
活
の
中
に
と
り
入
れ
て
い

る
具
体
例

（
六
百
五
十
六
世
帯
の
解
答
）

ひ
と
こ
と
・
村
長
か
ら

昭

和
天

皇
と
私

《
昭
和
二
十
二
年
八
月
》

昭
和
天
皇
は
東
北
巡
幸
の
折
、

青
森
県
南
津
軽
郡
浪
岡
町
立
浪
岡

小
学
校
に
お
け
る
南
津
軽
郡
全
域

の
ワ
ラ
エ
芸
品
競
技
会
（
機
械
ム

シ
ロ
織
、
機
械
繩
な
い
競
争
）
に

御
出
ま
し
に
な
ら
れ
、
中
折
帽
子

を
振
り
、
参
加
者
及
び
参
観
者
に

挨
拶
を
さ
れ
た
。

正
に
、
天
皇
我
等
と
共
に
と
い

う
事
だ
と
感
激
し
た
。

《
昭
和
二
十
七
年
冬
》

蓬
田
村
か
ら
初
め
て
宮
城
奉
仕

隊
（
隊
長
坂
本
豊
水
他
一
行
三
十

名
）
に
参
加
を
許
可
さ
れ
、
東
北

線
廻
り
で
上
京
し
靖
国
会
館
に
宿

泊
。
米
持
参
、
地
下
足
袋
、
巻
脚

絆
。
帰
り
は
、
奥
羽
線
経
由
で
帰

村
。宮

中

で
両

陛
下

に
お
会
い
し
た
。

他
県
奉

仕
団
と
共
に
万

歳
三

唱
で

お
迎
え
し

た
。

奉

仕
作
業
は
宮

城
内

の
清

掃
な

ど
。

仲
々
東
京

に
出
ら

れ
な
い
時

代
で
見

る
も

の
す

べ
て
珍
し

く
、

タ
ク
シ
ー
、
銭
湯

が
復
活
し

た
頃

で
あ

る
。
ま

た
、
上
野
公

園
の
西

郷
銅
像
の
所
で

カ
ラ

ー
テ

レ

ビ
を

初
め
て
見

た
。

（
色
彩

は
よ
く
な

か
っ
た

）

宮
内
庁
よ
り
恩

賜

の
タ

バ
コ
を

頂

い
た
。
生
涯

忘

れ
ら

れ
な

い
思

い
出
と
な

っ
て

い
る
。

《
昭
和
三

十
八
年
五
月
》

農
業

改
良
普
及
員

と
し

て
平
内

地
区

普
及
所

勤
務

の
時
、
全
国

植

樹
祭
（
平
内

町
夜

越
山
）
が
あ
り
、

昭
和
天

皇

が
お
出

で
に
な
ら
れ
た
。

私

は
給
食
（
リ

ン
ゴ

ジ
ュ

ー
ス

と
サ

ン
ド
イ

ッ
チ

）
係
と
し
て

任

務

に
つ
い
た
。

本
県

で
は
田

植
え
の
始
ま

っ
て

い
る
頃

。
盛
大

な
行
事
で
あ

り
、

そ

の
時
植
え

た
甲
地
赤
松

は
夜
越

山
で
間
伐

を
終
え

ズ
タ

ズ
タ
と
育

っ
て

い
る
。

道
路

整
備
の
為
、
当
日

山
舘
文

作
氏
（
瀬
辺

地

）
も
勤

務
に
つ

い

て

い
た
。

こ
の
頃

か
ら
我

々
の
生
活
も

グ

ン
と
向
上
し

た
と
思
う
。
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ス
ト
ツ
プ
ー
ザ
・
交
通
事
故

交
通
安
全
村
民
大
会
開
催
さ
れ
る

昭

和
六
十
三

年
度

交
通
安
全
村

民
大

会

が
、
三
月
八

日
（
水

）
玉

松
公

民
館
に

お
い
て

、
小

学
六
年

生

・
中

学
一
年
生

・
交
通
安
全
母

の
会

・
お
年
寄
り
二
百
二

十
名

の

参
加

を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
新
入
学
児
童

及

び
高

齢
者

の
事
故
防
止

と
農
繁
期
を
控

え

た
踏
切
事
故
防
止

を
重
点
目
標

と
し

、
広
く
村
民

に
交

通
安
全
思

想

・
交
通
道
徳
を
普
及

徹
底
し
、

正
し

い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を

実

践
す

る
こ
と
に
よ
り

、
交
通
事

故
防

止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目

的

と
し

た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
参
加
者
全
員
で
の
交
通

事
故

犠
牲
者
に
対
す

る
黙
と
う

か

ら
始
ま

り
ま
し
た
。

大
会

長
（
八
戸
村
長

）
か
ら
、

「
車
社
会

に
対
す
る
交
通

マ
ナ
ー
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通

事
故

の
な

い
村

に
し

て
ほ
し

い
。

そ
の
た
め

に
も

、
家
族
ぐ
る
み

、
村
ぐ

る
み

の
運
動

を
し

ま
し
ょ
う
。

」
と
挨

拶

が
あ
り

ま
し

た
。

こ

の
後
、
蟹
田
警
察
署

地
主
交

通
係
長
よ
り

「
昭
和
六
十
三

年
度

の
蟹
田
警
察
署

管
内
交
通

事
故

概

況
」
の
説
明

が
あ
り
ま
し

た
。

引
続
き

、
村

交
通
安
全
指
導

隊

長
藤
田
修
一

さ
ん

が
村
民
を
代

表

し

て
「

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用

す

る
」
「
子

ど
も
と
老
人
を
交
通

事

故

か
ら
守

る
」

「
暴
走
飲
酒
運

転

を
な
く
す
る
」

「
踏
切
事
故

を
な

く
す
る
」
「
道

路
へ
の
と

び
出
し

を
な
く
す
る
」
と
宣

言
し

ま
し

た
。

ま
た
、
村
交
通

少
年
団
長
高
田

祥

栄
君
は
「
体
を

鍛
え
心
を
磨

き

ま
す

」
「
み
ず

か
ら
進
ん
で
交
通

の
決
ま
り
を
守
り
ま
す

」
「
皆

で

交
通

の
決
ま
り
を
守

る
よ
う
呼

び

か
け

ま
す
」
「
道

路
で
危
な

い
遊

び
を
し

な

い
よ
う
呼

び
か
け
ま
す
」

「
交
通
安
全

の
輪

を
広
げ
て

い
き

ま
す

」
と
宣
誓
を
し

ま
し

た
。

最

後
に
「

ス
ト

ッ

プ

ー
ザ
・
自

転
車

事
故
」
の
映
画

を
参
加
者

全

員

で
鑑
賞
し
、
自
転
車

事
故
の
恐

ろ
し

さ
を
学

び
ま
し

た
。

防ごう交通事故
春の全国交通安全運動

４月６日～15日

圧
倒

的
に

多

い
の
は

子

ど
も

の
飛

び
出
し
事

故

子
供
の
事
故
原
因
で
圧
倒
的
に

多
い
の
が
「
飛
び
出
し
」
で
す
。

昭
和

六
十
三

年
の
全
国
統
計

を

見

る
と
、
子
供
（
七

歳
～
十
二

歳
）

の
歩
行
中

に
起
き

た
事
故
は
、
百

の
う
ち
四

十
八
ま
で

が
「
飛

び
出

し
」
に
よ

る
も
の
で
す

。

六
歳
以
下

で
は

、
こ
の
数
字

が

五

十
三

と
さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

飛

び
出
し

に
よ

る
事
故

が
、

い

か
に
多

い
か

が
分
り

ま
す
。

こ
う
し

た
事
故

か
ら
子

供
を
守

る
た

め
、
次
に
挙

げ
る
よ
う
な
子

供
の
特
性

を
よ
く
知
り

、
身
を
も

っ
て
教

え
、
充
分

交
通

ル
ー
ル
を

身

に
つ
け

さ
せ
ま
し
ょ
う

。

①
一
つ

の
も
の
に
注
意

が
向
く
と

周
り

が
目

に
入
ら
な

い
。

②
子
供
は
視

野

が
狭
く

、
視
点

が

低

い
。

③
大
人
の
ま

ね
を
し
て

、
横
断
歩

道
以

外
の

と
こ
ろ
を
横

切
っ
た

り

、
信
号
無

視
を
す

る
。

④
手

を
挙

げ
さ
え
す

れ
ば
車
は
と

ま
っ
て
く

れ
る
と
、
物

事
を
単

純
に
し

か
理

解
し

な

い
。

総務課から●4



影
絵
制
作

・
俳
優

も

青
年
達

が
全
面

協
力

東
津
軽
郡
六
町
村
の
教
育
委
員

会
が
組
織
す
る
東
津
軽
郡
視
聴
覚

教
育
協
議
会
（
通
称
・
東
郡
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
）
が
、
昭
和
六
十
年
度

か
ら
制
作
を
続
け
て
き
た
ビ
デ
オ

こ
ア
ー
プ
に
よ
る
自
作
教
材
「
昔

あ
っ
た
ど
」
の
新
作
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し

ま
し

た
。

こ

れ

は

、

各

町

村

が
毎

年

昔

話

を

一
話

ず

つ

持

ち

よ

り

六

話

で

約

一

時

間

の

作

品

集

を

作

っ

て

い
る
も

の
で

、

言

わ

ば
電
気

紙
芝
居

。

全
国

コ

ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

を

受
賞
し

て

い
ま
す

か
ら
、
す
で

に

皆

さ
ん
も
新
聞
等

で

ご
存
じ

の
こ

と
と
思

い
ま
す
。

村
の

新
作
「
せ

ん
じ

ゅ

・
小
太
郎
物
語
」
に

注
目
を

／

わ

が
村
は
過

去
「
広
瀬
川
の

カ

ッ

パ
」「
金
光
上
人

と
阿
弥
陀
川
」

「

練
御
殿
」

と
村

に
ま
つ
わ
る
話

を
取
上

げ
て
き
ま
し

た
。

し

か
し

、
わ

が
村
特
有

の
良

い

昔
話

も
底

が
つ
き
ま
し

た
。

そ
こ

で
第
四

作
目

に
登
場
し
た

の

が
、
教
育
委
員
会
職

員
の
苦
肉

の
発
想
か
ら
生
ま

れ
た
創
作
昔
話

と
も
言
う

べ
き

「
せ
ん
じ

ゅ
・
小

太
郎

物
語
」
で
す
。

こ
の
「
せ
ん
じ

ゅ
・
小

太
郎
物

語
」

の
内
容
は

、
簡

単
に
言
え

ば

蓬
田

版
「

あ
ん
じ

ゅ
と
ず
し

お
う
」

で
す
。

俳
優
（
声
優
）
も
絵
も
地
元
調

達
で
手
作
り
で
行
こ
な
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

「
あ

ん
じ

ゅ
と
ず
し

お
う

」
の

話
は

、
元

来
、

さ
ま

ざ
ま
な
形
で

全
国

の
色

々
な
地
方

に
伝
わ
っ
て

い
る
も

の
で
す
か
ら

、
蓬
田

城
に

ま
つ
わ

る
話
と
し

て
今
回

作
り
変

え
ら

れ
た
の
で
す
。

そ
う
言
え

ば
、
「
せ

ん
じ

ゅ
」

と
「
あ
ん
じ

ゅ
」
は
語
呂

が
似
て

い
ま
せ
ん

か
？

詳
し
く

は
、
見

て
の

お
楽
し

み

と
い
う
こ

と
で
、

ど
う

ぞ
一
度

ご

覧
下

さ

い
。

そ
の
ぶ
ん
、
手
作
り
の
昧
が
存

分
に
味
わ
え
る
も
の
と
な
る
は
ず

で
す
。

最
初
の
年
は
、
教
育
委
員
会
の

職
員
が
俳
優
を
や
り
、
絵
の
製
作

は
タ
レ
ン
ト
の
伊
奈
か
っ
ぺ
い
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
地
元

の
力
を
借
り
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

青
年
達
の
情
熱
と

苦
心
の
結
晶
な
の
で
す
／

そ
こ
で
、
引
き
受
け
て
く
れ
た

の
が
村
の
青
年
会
で
し
た
。

彼
等
は
、
影
絵
で
制
作
を
始
め

ま
し
た
。

教
育
委
員
会

の
社
会
教
育
課
か
、

中

央
公
民
館

に
申
し

込

め
ば
無
料

で
借
り
ら

れ
ま
す

。

最
初
の
絵
は

あ
の
伊
奈
か
つ
ぺ

い

さ
ん
／

さ
て
、

い
つ

の
世
も
予
算

の
少

な

い
の

が
教
育
委

員
会
と

い
う

と

こ

ろ
で
、
映
画
会

社
に
制
作

を
頼

め
る
よ
う

な
予
算

は
と
て
も
あ
り

ま
せ

ん
。

制

作
費
を
安
く
あ

げ
よ
う

と
苦

心
し

ま
す

。

俳
優

、
影
絵
の
製
作

は
も
ち
ろ

ん
、
影
絵

を
あ
や
つ

る
の
も
青
年

会
の
会
員

で
す
。

こ

の
三

年
間
に
、
仕

事
や
結
婚

の
理
由
で

メ
ン

バ
ー
は
変

わ
り
ま

し

た

が
、
支
障
を
来

た
さ
な
い
よ

う

に
絶
え

ず
仲
間

づ
く
り

を
し

て

き
ま
し

た
。

影
絵
の
製

作
、
台
本
読

み
に
は

い
つ
も
十
二
・
三

人

が
集

ま
り
、
約

三

か
月

間

か
か
り

ま
す
。

苦
し

い
最

初
の
頃

が
過
ぎ
る
と
、

い
つ
の
間
に

か
名

優
、
迷
優

が
次

々
と
誕
生
し

、
青

森
放
送
の

ス
タ

ジ
オ
で
緊
張

の
録
音
を
迎
え
ま
す
。

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
蟹
田
町
で

絵
の
撮
影
が
あ
り
、
こ
れ
で
や
っ

と
青
年
会
の
作
業
が
終
了
す
る
の

で
す
。

今
年
度
で
終
了

最
終
作
に
期
待
を
／

教
育
委
員
会
、
協
議
会
、
担
当

者
、
村
青
年
会
、
そ
し
て
青
森
放

送
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等
の
強
い
結

束
の
元
に
制
作
が
続
け
ら
れ
て
き

た
こ
の
ビ
デ
オ
づ
く
り
も
今
年
度

の
第
五
作
目
で
一
応
終
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
最

終
作
を
す
ば
ら
し
い
作
品
と
す
る

べ
く
構
想
を
練
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
期
待
下
さ
い
／・

そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
作
品

を
可
愛
が
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

ご
家
族
で
の
鑑
賞
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

5●教育委員会から

新
作
封
切
「
せ
ん
じ
ゅ
・
小
太
郎
物
語
」

教
育
委
員
会
の
ビ
デ
オ
版
「
昔
つ
こ
」
完
成

広　報　よ　も　ぎ　た



わ
た
し
の
ア
イ
デ
ア
　

８

健
康
ク
ッ
キ
ン
グ

●ライスピザ風

● 材 料 （ ５ 人 分 ）

もち 米３ カッ プ ／ スキ ムミ ルク0.5 カッ

プノマーガリン（植物性）大さじ1 ／チー ズ

少々ノピ ザソース少々／砂糖0.5 カップ／牛

乳1 カップ/水1 カップ/卵２個／ごはん1.5

合／ピ ーマン 刎固ノ サうミソ ーセージ少ﾉ９／

玉ねぎ少々

「

バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

食

は
、
一
日
三

十
種
類
以

上

の
野

菜

を
と
り
、

塩
分

は
ひ
か
え

め
十
ｇ

以

内
に
」

と
テ

レ

ビ
や
雑
誌

等
か

ら
知
っ
て

は
い
て
も
、
意
外

と
牛

乳

や
乳
製
品

は
飲
む

だ
け

で
摂
取

量

が
少
な

い
よ
う

で
す
。

ま

た
、
近
頃

、
子
供
達

の
食

べ

る

ご
は
ん

の
量
も
グ

ッ
と
少
な
く

な
っ
て
来

ま
し

た
。

そ
こ

で
、

ご
は
ん

と
牛
乳

を

ど

う

し

た
ら
子

供
達
に

た
く
さ
ん

と

っ
て

も
ら
え
る

か
と
高
根
地
区

食

生
活

改
善
推
進
員
み

ん
な
で
考
え

ま
し

た
。

思

い
付

い
た

の
が
、「
昔
の

ガ
ッ

づ
フ
も
ち
を
現
代
風
に
し
た
ら
？
」

で
し

た
。
名
付
け
て
ラ

イ

ス

ー
ピ

ザ
風
。

ど
つヽ
、
現
代

的
で
し

よ

つヽ
？

早
速
、
夏
休

み
（
昨
年

）
を
利
用

し

母
と
子
の
料
理

教
室
を
開

き
、

献
立
に
採
用
。

大
人
達
は
囗
を
出
し
て
も
手
を

出
さ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

作
業
は
簡
単
。
焼
い
た
生
地
の

上
に
ピ
ザ
ソ
ー
ス
を
ぬ
り
、
そ
の

上
に
切
っ
た
野
菜
と
チ
ー
ズ
を
の

せ
る
。
こ
れ
だ
け
。

子
供
達
は
役
割
を
決
め
て
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
。
見
た
目
が
き
れ

い
で
お
い
し
く
見
え
る
工
夫
を
し

て
い
た
様
で
す
。

さ
て
、
お
昼
の
試
食
で
す
。

子
供
達
が
「
お
い
し
い
」
の
連

発
！・
う
れ
し
か
っ
た
。

ラ
イ
ス

ー
ピ
ザ
風
の
大
成
功
と

言
う
わ
け
で
す
。

生
地
に
は
牛
乳
が
た
っ
ぷ
り
入

っ
て
い
る
た
め
「
に
お
い
が
イ

ヤ
」
「
生
か
苦
手
」
な
成
人
・
中

高
年
の
方
に
も
大
評
判
で
し
た
。

ぜ
ひ
、
一
度
お
試
し
下
さ
い
。

●

つ

く

り

方

○
も
ち
米
と
砂
糖
と
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を

混
ぜ
た
の
に
牛
乳
と
水
と
卵

を
混

ぜ
合

せ
る
。

＠

①
に
ご
は
ん
と
マ

ー
ガ
リ
ン

を
入

れ

る
。

＠

②
を
焼
く
。

○

③
の
上
ロ

ピ
ザ
ソ

ー
ス

を
ぬ
り
、
チ

ー
ズ
、
野
菜
を
の
せ
、
オ
ー
プ
ン
で
焼

く
。

〈
応
用
〉

よ

も
ぎ
を
細
か

く
き
ざ
ん
で
、
ま
た

は
き
な
粉
を
入

れ
る
と
香
ば
し
く
み
た

め
も
き
れ
い
で

す
。

ガ
ッ
パ
ラ
も
ち
変
じ
て

ラ
イ
ス

ー
ピ
ザ
ふ
う

ミ
ル
ク
と
ご
は
ん
が
た
っ
ぷ
り

広　報　よ　も　ぎ　た

高
根

食
生
活
改
善
推
進
員

小
野
寺
　
キ
ク
エ
　
　
小
野
寺
　
好
子

八
幡
　
　
昭
子
　
　
　
佐
井
　
　
和
子

八
幡
　
　
富
士
子
　
　
八
幡
　
　
れ
つ
　

知
っ
て
得
す
る

税
コ
ー
ナ
ー

夫
婦
は
一
心
同
体

結
婚
披
露

宴
の

ス
ピ
ー
チ

で
、

「
夫
婦

は

Ｔ
心
同

体
で
す
。

互

い

に
助
け
合

い
、
明

る
い
家
庭
を
・：

…
。
」

と
い
う

言
葉

が
よ
く
使
わ

れ
ま
す
。

心
を

ひ
と
つ
に
す

る
の
は
よ

い

の
で
す

が
、
税
金

の
面

で
は
（

お

金

の
こ

と
に
つ

い
て
）
夫
の
も

の

と
妻

の
も
の
は
別
。

例
え

ば
、
夫
婦

で
資
金
を
出
し

合

っ
て

家
を
買
っ

た
の
に
、

全
部

を

夫
の
名
義
で

登
記

を
す
る

と
、

妻

が
負

担
し

た
資
金
は
妻

か
ら
夫

へ
の
贈
与

と
り

、
贈
与
税

が
か
か

り

ま
す
。

ま
た
、
夫
が
保
険
料
を
負

担
し

、

妻

が
そ
の

保
険
金

の
受
取
人

と
な

っ
て

い
る
場

合
で
生
命
保
険
契

約

の
期
間

が
満
期
と
な
り

、
妻

が
保

険
金
を
受
け
取

っ
た

と
き
は
、
そ

の
保
険
金

は
夫
か
ら
妻

へ
の
贈
与

と
み
な

さ
れ
て
贈
与
税

が
か
か
り

ま
す
。

永

い
人

生
で
す
。
ふ

た
り

で
相

談
し
合

っ
て
、
豊

か
な
生
活

を
築

き

た
い
も
の
で
す
ね
。

民生課・税務課から●6



談話室

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
茶
道
で
！

今
回
は
、
村
内
で
数
少
な
い
な

が
ら
も
茶
道
を
学
び
続
け
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
長
科
の
藤
本
富
代
さ
ん

を
取
材
し
ま
し
た
。

藤
本
さ
ん
が
茶
道
を
始
め
た
の

は
今
か
ら
十
年
前
の
こ
と
で
、
家

に
い
て
出
来
る
趣
味
を
求
め
て
い

た
と
こ
ろ
、
長
科
婦
人
会
主
催
の

茶
道
教
室
が
開
催
さ
れ
参
加
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
現
在
も
青
森
市

か
ら
出
張
教
授
し

て

い
る
遠

州
流

の
小

池
先
生

に
、
阿
弥

陀
川

の
八

戸
フ
ミ

さ
ん
が
お
願

い
し

誕
生
し

ま
し

た
。

茶
道
は

お
も
し

ろ

い
で
す

か
と

聞
き
ま
す

と
「
一
年
は
三
百

六
十

五

日
あ
り
ま
す

が
、
こ

の
日

だ
け

は
、
普
段

の
生
活

と
違
う

も
う
一

人
の
自
分

を
発
見
す

る
こ
と

が
出

来
る
の
で
す

」
と
話
し

て
く

れ
ま

し
た
。

ま

た
、
「
茶
道

を
習
っ
た
人
は

和
服
を
着

た
時
に

、
歩
き
方

、
お

じ

ぎ
の
仕
方
、
身

の
こ
な
し

が
違

う
」

と
い
う

こ

と
で
す

。

現

在
、
藤
本
さ

ん
は
師
範

の
免

状
を
持

っ
て

い
ま
す

。
茶
道

は
心

の
訓
練

も
兼

ね
て

勉
強
出
来
ま
す

か
ら

、
初
め
て
み

た
い
方
は

一
度

ど
う

ぞ
！
。

意
外

な
こ

と
に
こ
の
方

、
読
書

の
外

に
映
画

鑑
賞

に
も
趣
味

が
あ

り
「

い

い
映
画

ほ

ど
何
回
で

も
見

た
く
な
る
」

と
、
自
宅

の

ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
で

の
録
画

も
百
五

十
本
を

越
え
た
そ
う

で
す
。

「
ラ

ス
ト

ー
エ

ン
ペ
ラ

ー
、
自

転
車
泥
棒

が
今
一
番

の
推
薦
映
画

で
す
」
「

も
し

出
来

る
も
の
で
し

た
ら
、

映
画

の
好
き
な

方
ど
う

し

で

ビ
デ
オ
テ

ー

プ
の
交

換
会

が
出

来
る

と
い
い
で
す

ね
」

と
も
。

い
つ

も
心
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に

つ

と
め
る
藤
本
富
代

さ
ん
、
茶
道

に
映
画

鑑
賞
に
今
日

も
頑

張

る
。

み
～
つ
け
た

１４

ここは、高根のスクールバ

ス停留所です。

「注意｡/バス待合室はきれ

いにし ましょう。こわしたり

らくがきをしないこと。大人

も子どももゴミはゴミ箱へ捨

てましょう。」と書かれた模

造紙がはってあります。

自分達の使うところはきれ

いにと、子ども達が毎週日曜

日、当番を決めて清掃を実施

しています。

見習たいものですね。

４月分の行事予定

１８　７　７　６　４　 ３　１ 日

保
育
所
入
所

式

村
教
育
懇

談
会

春

季
火
防
演
習

幼
稚
園
入

園
式

小
学
校
入

学
式

中
学
校
入

学
式

乳
児
健

診
（
中
央
公
民

館

）

行
　
　
　
　
　
　

事

担
　
当

蓬
田
保
育
所

学
　
務
　
課

総
　
務
　
課

蓬
田
幼
稚
園

蓬
田
小
学
校

蓬
田
中
学
校

民
　
生
　
課

よもぎた

郵便局から

４月１日から消費税

が導入されますので、

はがき、手紙の料金を

下記のとおり改めさせ

ていただきます。

40円から41円へ

60円から62円へ

村民の皆様のご理解

をお願い申し上げます。

●詳細な料金表は、郵

便局の窓口に用意し

ております。

7●談話室・行事予定

広　報　よ　も　ぎ　た
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け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

⑦

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

㈱
シ
ス
テ
ム
メ
イ
ト

代
表
取
締
役

福
田
　
伸
一
さ
ん

今
年
の
東
京
は
暖
冬
の
せ
い
か

二
月
中
旬
に
は
近
所
の
梅
が
満
開

と
な
り
ま
し
た
。

社
会
へ
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

か
ら
二
十
三
回
目
の
春
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
沢
山
の
思
い

出
の
中
で
、
初
め
て
給
料
を
受
け

取

っ
た
時
の
感

激
は
今
で
も
忘

れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
人
生
八

十

年
と
言
わ
れ

る
昨

今
で
す

が
、
不

惑

の
歳
と
な
り
人

生
の
中
間
点

を

通
過
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
昭
和

か
ら
平
成

へ
と
時

代
も
改
ま
り

ま
し

た
。
ま

さ
に
光
陰
矢
の
如
し

で
す
。

蓬
田

へ
は
盆
や
正
月

に
帰
省
し

ま
す

が
、
職
場

か
ら
の
解
放

感
に

浸
っ
て

い
る
時

の
気
持

ち
は
他
所

で
は

絶
対

に
味
わ
え

な
い
ふ
る

さ

と
な
ら
で
は
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

帰
っ

た
時
は
蓬
田

弁
で
話
し
ま

す

が
、

最

近

の
蓬

田

弁
は

随

分

き

れ

い

に

な

っ

て

、

私

の

使

う

二

十

年

前

そ

の

ま

ま

の
蓬

田

弁

で

は

話

し

づ
ら

い
こ

と

も
あ

り

ま

す

。

ふ

る

さ

と

を

離

れ
て

仕

事

を

し

て

い
る

と

、

東

北

人

は

、

粘

り

強

い
と

よ

く

言

わ

れ
ま

す

が
、

蓬

田

大

と

し

て

さ

ら

に

次

の

こ

と

を

強

調

し

た

い

と

思

い
ま

す

。

「

け

っ

ぱ

り

」「

じ

ょ

っ

ぱ

り

」

「

も

つ

け

」

の

精

神

で

す

。

途

中

で

あ

き

ら

め

な

い
け

っ

ぱ

り

精

神

、

安

易

に

妥

協

し

な

い

じ

ょ

っ

ぱ

り

精

神

、

そ
し

て

自

己

犠

牲

が

求

め

ら

れ

る

場

面

で

発

揮

す

る

少

々

の

も

つ
け

ぶ
り

。

こ
れ
ら
の
精
神
は
学
習
な
ど
で

得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
蓬
田

に
生
れ
育
っ
た
者
の
心
に
自
然
に

宿
っ
て
培
わ
れ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
精
神
を
忘

れ
ず
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
蓬
田
村
の
益
々
の

発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

めも

･・現住 所／東 京都大田 区大 森中２ 丁目９ 番３ 号

登03-768-4718 卜 生年 月日 ／昭 和23 年10 月16 日

が出身 ／郷沢卜 家族 構成／ 妻（真智 子） ・長 男

（裕 孝、小４ ） ・長 女（ 和子、 小２ ）卜 好き な

も の／ 読書（ 歴史、ノ ンフィ クショ ン）･ゴ ルフ

ト 経歴 ／㈱東芝 （昭 和42 年～52 年９ 月） ・㈱

ＳＤＣ（ 昭和52 年10 月～ 昭 和60 年12 月） ・㈱シ

ス テムメ イト 設 立、代 表取 締役とな る（ 昭和61

年２ 月～ 現在）

けつぱる蓬田人・戸籍の窓口●8

戸籍の

窓　囗

人 口 と 世 帯 数

(２月28日現在)

総人口　4,241人
男　　2,049人
女　　2,192人

世帯数　1,043世帯

2月受付

分
お誕生おめでとうございます

木村由布子
'洋　一

､都志子
２女

ご結婚おめでとうございます

斎藤宏樹青森市

越 田　いくえ 瀬 辺 地，

川　村 孝 志 青 森 鼾

七　 戸　祥　子　 広　　 瀬，

おく や み申し 上げます

七　戸　ッ　ヨ（広　瀬81 歳）

高　田　兼三郎（郷　沢72 歳）

お

願

い

け
っ
ぱ
る
蓬
田
人
の
コ
ー
ナ
ー
も
、
お
陰

様
で
七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
色
々
な
方
々
を
紹
介
で

き
れ
ば
幸
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
親

子
、
兄
弟
、
親
戚
の
方
で
県
外
・
海
外
に
お

い
て
、
け
っ
ぱ
っ
て
い
る
方
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ご
紹
介
下
さ
い
。

一
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広　報　よ　も　ぎ　た
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